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研究成果の概要（和文）： 

(1) 日本文化の流行と韓流を経て、この 20 年の間にアジアの文化の「地域化（regionalization）」

が確実に進行している。 

(2) 各国間の文化交流・文化変容は、初期の熱狂的な時期を過ぎて、一定のおさまりを見せて

いる。 

(3) 中国の新中流階層の出現を受けて、中国（特に香港・台湾）や韓国では、中国市場に対す

る積極的な方策を取り、急速に文化産業の保護・育成に取り組んでいる。 

(4) デジタル化、インターネットの発達により、産業構造が大きく変化する一方で、個人レベ

ルの文化交流や文化変容、市場経済に属さない大衆文化の交流が活発化している。 

 

研究成果の概要（英文）： 

(1) The ‘regionalization’ has certainly developed in and by popular culture in Asia over 
the last 20 years through the expansion of Japanese popular culture and Korean 
Wave, 

(2) The first enthusiasm has been almost over in cultural exchange and 
transformation. 

(3) Since the emergence of the new middle class in China, Chinese cultural industry, 
especially in Hong Kong and Taiwan and Korean one are now keen to start the 
policy for protecting and developing the domestic culture and media industry. 

(4) The structure of media and culture industry has been dramatically changing due to 
the rapid development of digital technology and the Internet, while cultural 
exchange and transformation has been increasingly active among voluntary 
individuals.  
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１．研究開始当初の背景 

情報テクノロジーや交通・流通の急速な発展
がもたらしたグローバリゼーションによっ
て、東アジアのポピュラー文化の風景も急速
に変化している。アニメやゲームなどの日本
文化の流行。韓流ブームや韓国映画の高い評
価。中国で急速に発展している情報メディア
産業。いまでは東アジアの日常生活の中にト
ランスナショナルな（国境を越えた）文化が
入り込んでいる。 

 しかし、こうした現状を既存の人文科学や
社会科学が十分に分析してきたとはいいが
たい。本研究は社会学、特にメディア研究と
文化研究を基盤としながら、現在進行中の文
化の変化を捉えようというものであった。 

 特に本研究では、国境によって分析対象と
既存の研究が分断されていることを批判的
に捉え直し、むしろトランスナショナルな観
点から、日本、韓国、中国（含む香港、台湾）
のポピュラー文化の生産、消費、流通の過程
をみようとしたところにその特徴がある。 

 

 

２．研究の目的 

(1)東アジアのメディア（特にテレビ（含むイ
ンターネット放送）と音楽）を取り巻く社会
的条件を把握する。特に、生産・流通・消費
の関係がどのように変化しつつあるのかを
明らかにする。 

(2)各国間のメディア受容の相違点や共通点
を抽出し、このことがどのような社会意識を
生み出しているかを調査する。 

(3)メディアの状況の変化が、どのように政治
や経済と関係を結びつつあるのかマクロな
分析を行う。 

(4)このグローバルな新自由主義的傾向の中
でグラスルーツ的で越境的な対話は可能か、
そして、そうした対話がグローバル化や多文
化政治の課題とどのように交錯できるのか
を考察する。 

 

３．研究の方法 

(1)文化産業の関係者、行政関係者、オーデ
ィエンスに対する聞き取り調査とフィール
ドワーク。 
(2)関連文献の収集と分析。 
(3)韓国・中国の関係領域の研究者と研究会、
シンポジウムを通じた意見交換。 
 
４．研究成果 

(1)日本文化が東アジアを席巻した 1990 年代、

韓流が広がった 2000 年代を経て、この 20 年

の間にアジアの文化の／文化を通じた「地域

化（regionalization）」が進行していることが

確認できた。この地域化は、アメリカやヨー

ロッパを中心とした「グローバル化」とは異

なる独自の展開を見せている。 

 この地域化に伴って相対的に日本の文化

の影響力はゆっくりとではあるが弱まりつ

つある。 

(2)各国間の文化交流・文化変容は、初期の熱

狂的な時期を過ぎて、一定のおさまりを見せ

ている。とりわけ、文化産業の中で各国にノ

ウハウの受容や定着が見られる。 

 特に韓国では、日本のテレビ制作やポピュ

ラー音楽産業のマーケティングが応用され、

ポピュラー音楽（特にアイドル）を中心に第

二期韓流ブームとも呼ぶべき状況が生まれ

ている。 

(3)中国市場の拡大と新中流階層の出現を受

けて、中国（特に香港・台湾）や韓国では、

中国市場に対する積極的な方策が取られて

いる。また中国政府は急速に文化産業の保

護・育成に取り組んでいる。 

 アニメ産業においては、日本やアメリカの

下請けを脱し、独自の制作体制を形成しよう

という動きが見られる。特に３DCG の動向

は顕著である。 

(4)デジタル化、インターネットの発達により、

産業構造が大きく変化する一方で、個人レベ

ルの文化交流や文化変容、市場経済に属さな

い大衆文化の交流が活発化している。 

 また既存のテレビや新聞の影響は相対的

に弱まりつつあり、インターネットの影響力

が著しく高まりつつある。 

 その一方で国家によるマスメディアの一
定の制約は依然として韓国、中国で続いてい
る。 
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